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Ⅱ研究紹介

－ＣＯＥ研究員研究概要一

琉球列島における魚類生息場としての海草藻場の役譽Ｕ

中村洋平(生態系の多様性研究グループ｡2004年10月～2006年３月）

海草藻場を採餌場の－部として利用する魚類(図

3)、(4)偶来種;偶然に海草藻場に来遊した魚類。

また､奄美地方から八重山地方に南下するにつれ

て､海草藻場を採餌場や稚魚の成育場として利用

するサンゴ域魚類の種数や個体数が多くなる傾

向が認められた。

熱帯。亜熱帯域の沿岸浅所に発達する海草藻

場(うみくさもば)は､サンゴ域やマング□－ブ林

とならんで熱帯沿岸の景観を構成する代表的な

要素である｡海草は一次生産者として､また､枯死

後の有機物提供者として機能しているだけでな

く､魚類や無脊椎動物に棲息場所を提供するなど

沿岸生態系において重要な役割を担っている｡ま

た､サンゴ域に棲息する幾つかの魚類が海草藻場

を採餌場や稚魚の成育場として利用していること

から､海草藻場とサンゴ域は魚類を介して密接な

つながりがあるとされる｡本研究では､魚類を介し

た琉球列島のサンゴ域と海草藻塲の機能的な関

わり合いを明らかにするために､奄美地方と沖縄

地方と八重山地方の3地域における魚類の海草藻

場利用パターンを潜水観察によって調べた。

調査は､2004年１１月－１２月､2005年５月－６

月､８月一９月､１１月－１２月に､奄美大島の赤木名

と赤尾木､沖縄本島の備瀬と恩納､および石垣島

浦底と西表島網取で行った｡各月において､各調

査地の海草藻場とサンゴ域に､1ｍ×20ｍのベルトト

ランセワトをそれそ､れ7本設定し､SCUBA潜水に

よる目視観察でトラソセワト内に出現した各魚種

の個体数と体長および行動様式を記録した。

調査を通して､合計２３科６２種の魚類が海草

藻場で確認された｡各海草藻場で観察された魚類

の総種数は､どの調査地でも３０種程度と大きな

違いは認められなかったものの､個体数には地域

による違いが認められ､奄美地方は沖縄地方や八

重山地方に比べて明瞭に少なかった｡地域によっ

て海草藻場の魚類相に違いは認められたものの、

どの魚類群集も下記のような4グループによって

構成されていた｡(1)周年定住種；周年､海草藻場

だけで生活する魚類(図1)、(2)季節定住種；稚魚

期を海草藻場で過ごし､成長するとサンゴ域に生

息場所を移行する魚類(図2)、(3)－時来遊種；
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図２季節定住種のタテシマフエフキ
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図３．－時来遊種のヒメジ類
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